
. ・ .  ・・・・・暮し子・∴・’
●- ●

二院・‥筆∴: ヽ∴軽
.  ●

●●
" ● ●

’ ∴I
シソ’ ∴

I ∴、

∴ぐ・・ラメ/ . ・ミ・三言・グ心_ 合. 金

字∴∵. 二言∴∴宣大楽聖∴・歯車・・ら∴; 十・∴十・㌧∴. ∴◆
●

∴- ∴十°一, ・- 英’噛・. の. 羊. 醤∴∴ ● ・・
∴ 工・・ 、当●′’ 言、・宅、. し. く_ 言い 鯵、・. . ・・,

’1 9 1 9 年にMe 珪c a ●がア) 山手ゴア享銅系合金の
アリ真二ウ. ム側の状態園を明かにして, . ア●ル
しこおに於ける銅の固落度か・高波なら低温
に
辛
や
∴

●
‾ ●← ●

ヽ ヽ′● } 一、
〇

∴γ・言・・:  、・.  ・_  、 、、こ ●、 ’

∴ ∴ン・

金エー∴史、。二も∴′
の護蓮を顧みて) ∴

l
- ● "

ヽ

村1  ・秀∴’雄∴∴
∴∴ ●; ∴∴, ・・ ・・’ ・,

ー∴ ・ 。-  ・ ・ ∴タ、・・

∴べき年で, 英国の機械撃合, ( 血s t 主調七e  o 王Me 二重
● ● ●- ● トヽ事∴〇㌧!

∴享。b 註。a l  ' E n g i n e 。r S ) から,  ・合金研究委貴台へ●" . :
喜 子 ●

. ● 臆. -  . .

∴の第1 暗中) 一新出版され和これは・ R o s 千・∴薫
h a i n がNa 弓i o n a l  P h y s i お1  L a b o r a t o r y  r e ’∴

“・行った研究を纏めたなので言上譜のH租S On 及 主

ぴ Ga y l e r  ‘爾氏の論文も掲載・されているが∴. 予

主要な部分は離合金の高温強度の測定結果の迅雷
. 談である。 ・ピストン材として. y 合金と稽する轟. 薫

合金が曖秀なものであって, 即組成か雪宣華など詳聖二撃されてみる∴ ・:  ・詰
Y合金といぶ名種は試片番擬に付したアルフ

ァベットをそのまゝ用ひたもので∴意味の手持、
さのであるが, これ末吉ストし材として廣・く用
ひられるやうになった。籠邁枕と・して出穫した

牢るにつれ, 減少するたあ: ヂュラルミ・咋・・
うな合金を高温から急冷する圭、鋼を過飽和・

艶? ま. ’ゝ・過冷されてタそれが常温ではC u A畠が、
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詩誌のセある。即ち1 9 2 1 、年に. 甲a n s もn 及び、・.
薄註‾高示量って● A工」嘩i の準二
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この合金が言現窪では鍛造材. とレでも・用ひられ・士
凝固溶するかこれも南温度から低温になるに●∴ ’ていや売りに聾術的な基礎から考へだもので薫● . . ニ

●’はな子示革亨畢結果をよく判定′して選定した音墨
守ころタピストン榊といぶ未知の分野に新しい∴主
恩吹きを輿へたものとしで敬服したい。チエ. ラ・ ∴

’. ルミンが加工材の代表であるやうに・ Y合金も∴
どなトン材としで; 蒋衣もその代表的な材料だ・.
・る地位を持績するであらう。 ・・ ∴ ‾ ′ ・・

- グーラーの準三元状態画 一

Na t i o n a l  P h Y S i c a l ’L a b o r a 七もr y で貰a n

s c 轍及G肴y l c r の研究から; ヂュラノレミンの時
効がMg 雷S i の析拙こ塞くといぶ論を提出した, ’
が, ヂュラルミシに銅が主上%も含まれているか
ら. これを考慮しないといぶことは出来ぬとい
ふ考へから, ・結局はC u ÅI 金 と、 Mg 2 S i と両方・
の析出現象といよことどなうだ。 G a y l e r が項- ●

C u A 1 2 - Mg 薫i といふ準3 元系合金の5 0 0 Oc . .
・と2 5 0 o C に放ける固落度を研究して言壬9 2 2 年・ ・
に蛮嚢. し, 上記の謁の嚢づげをした。これが第
1 回せめってチエラルミンの時効を読明するに. .
・最近までこ. の状態図がよく引用された。  ・

‡㍉壷s i を的1 . 彰含む合金ならば醤0 。c ま. り

案うねで著しく固落度を減少する. こどを護見した
高三ぁった: ∴ ∴士、 ‥・
三∴同時にこ・め合金の時効現象を調べで’例へ鱒・

i 攫大して常温では顕化しないがタ. 1 5 0 : C 附道で
時効せしめ. ると硬化するを知った。 ・こも結果か
あヂュラ! 咋- ンの時効殴化は∴c u A 1 2 の析出に

仁試ろよりはア章二. ヴ. 壬に含まれる不純物とし
呼の事案が, マグネ字ウムと畦講なる化合
上物を造って, ・これが時効につれで析出するため.
鳴る翠で・ C u 平め材料よ膜面S i ・の影∴
三饗が大きいと云ふ諒を提出したこ

常温時効では硬化しないが1 5 0 0 c 他の温度
i 巾で加熱する・と顕化するから,  ・かやうな塵壷ご人

詳珪効( A r 七i f i c i a l  A g e i n g ) なる諜細ひら
: れ出した。 ’これは鋼の燵庚と恒別するをめであ

. . 二言Y , 合 金 の 出 現

楽壷毒は, な螺飴。駿では醗す
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おを含む合金に, それぞれM色を0 . 5 ヲ幼五、だ
テ九・ミニブム合金を擬人して, 時効せしめたも

言のの機械性質を調べ,  ・また比重∴比熱, 竃気重
欝
率を・
心事音∴∴ぐ

だぐ・

薫∴:
巨竿.

一斑の饗化を測定. したのであるo 比環と比熱では
・イ可等の饗化を認めなかったが, 電気抵抗が時効
- とともに増加することを知って, 時効によ? て
物理性質の嚢化を測定しやうどしたことは注目

農す詩宗詰もに靭するといふこと
’

ノ
ーヽ ●

’から,  Me r i c a . の析出論とは襲った考をたでゝ●
二・いるo ◆・

〆 固醇髄の溶解度が少くなると竃条鞠充が減じ
享子・ “デ†即雌葛/ …’. I ‾- ’‾ ‾ 、 ’○ ‾軍噌′●1 ’‾’’’輸’▼ …〉
宣言る筈である。それが析出が生じて禿るにつれて
をヾ‾塑三野完が増すといふことは理論に合は甲、o
一●また機械優賞が軸二桁田柄の分散度で妾配せ. ら

る」とも考へられない。硬化は恐らく固溶攫申
せ行はれる化合物の生成といぶ化撃反感によ. ろ
のであらう。 」駿的な表現をすると・, 時効硬化’∴二
・は魔人. といふ急速な冷却によって全じる安定で

∴ない分子が. 多少不安撃化今卑であるとして∵I
安定な状態に移行する道程’としで起る現象では・
ないか, 今後の研究によって解決すべき難が多
いが・士・と結論’している二 ・ ・.  . 了
とにかく研究としては特筆すべき程のもので

ほないが, . 析出詮と異つも了固溶鰭中に生じる
「・事態に硬化の原因を薬毒でいるところは, ●注目
すべをものであったが, ・同氏の研究ほぞの后大
: なる謹展. を牢さすに経った子 ・ノ・ ∴

∴言 軽合金聾の主導藤米英へ∴

露㌫憲警憲露悪輔
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: 立場を奪った形になった。 : その理由は明かでな享‡
い料. 恐. ら〈第一次世界大戦で猫週は多くの痛申
子を受け, 研究どころでなく; ’. 丁度我が国の現’●●:

∴妹に似て, 飛行桟などの製造は袈止され, イ. シ∴こ、
フ・レは漸家元進しそ, 研究どころではなかった∴当
ためではないかと想像する予言‥ ∴
∴我が国は喜びインフレが態醇界の破綻にまで
進行しないで過ぎるのではか、かとの希望が持∴宰
たれるが, 終戦常時に叫ばれたや引手, 科聾の

1

_ ・進歩をはがって工業国として再建をはかるため. 守
. の努力嫌やゝ足らないやうに思はれる〇一時’二・
は猫週の研究も低調を示したカや油平花々し
・く回復して来たことを思ふと, 我が国も政戦園

. でもつでも, 何時までも輔の状態を綬けない言
で, 早く立ちあがるべきではか、か。殊に工業
方面の研究を促進したい。一

・, 大正1 2 年頃までの日本 .  .

っいでに叢で又我が国の過去に戻るごとこす
∴・- る。裳に大嘘7 年頃の我が国の金属撃界のこと・

を述べた。その后如何に進展したかとい玉に,
海外の飛躍に比較して大正1 2 年頃までは離金燭
合金に関して書き加へるべき多くのものを持た’、
ない; . 或は皆無に近い時代であった。 ・ 、 ・

● ・筆昔が病を得て三菱鍼薬研究所を離したのは’

’( 2 8 ) ・. ・ _ ・・
し
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子溶艦をγとする. , 叫g s S l を混じ, ナノ牢エラ
ー聞落髄をα_ とすると; 化合物の狩出は2 段
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・∴これを大正工3 年“4 月の京駒挟撃揺箪冶金壁敦、
. 室2 5 周年の記念諦渡合で譲渡●し,  ・エ聾部紀要に

・襲表した。 ・三) この世峯は大正1 2 年に行ったもの

寧・. 二鳥嘩国夫撃の金属材料研突崩の前身である
ご: ∴鍼鋼研究所では, 今野清兵衛氏がヂユラ. ルミン
∴. に関する研究を理科報告ご) に護表して, 時効

顕化の原因に説明を輿へたのも: , こ. の年であ

」 ●

々

閏

●であ、るが, この頃になって漸く我が国でチエラ
ルミ亨などの離合金に関心が靭はれるやうに’が
・三言・. .  ’ - ∴●∴∴∴. 仁〆’ ’

∴つた。

●今 野 氏・の・研 究、・

’同氏は煤入時勤しだものをカ博して電気抵抗
の饗化を測定し,  2 1 0 o C . と2 8 0 。亨に異常襲化
を生じる, それぞれM既S i  ・とぐu A工2 ●の一部
分が析出. するため. に生じる襲化であうて, 撰入
・: し干時効せしめると硬化するのは荻索鋼の麗人
硬化と両様の現象で, 析出のたゆでないo イ勘こ
C心A l 雪∴とれ「g 蓑i を同港したアルミ・三ウム圃

ンに應用されたものであったと考へるめる
・から考へると不徹底なところがあを華, . 呼出蜜
・化に勤しで異説を輿へたこと毎年甘幸n 填め老

.
・・ ・ :  ● 二・ ・ 一二ン青-

と難特に. 注目しかo ∴・二言∴・∴ ∴詰ま` 誓
’∴合亘鈴・合金・手車享: ∴言. ●ニ‥二二
これに闊聯して筆者の亜鉛を含むアルミ三ウ∴●

一‥と共に特に注目したい。. ・ 、・∴

ム合金の時効の研究について遊べ却、。・●2 n を
〇二蜂. 以上含む合金が, ●喜しくはないが時効を示
すことから考へて, アルミ三ウ、小二轟鉛の園溶
・度が吉富温度から傾埠になるにつれて減少する
’に蓮ない〇 ・そ? 頃までに護衰されたAユニZ n 系
状態園では考へられない尊宅あるからそれは研

曇
㌻
穿
キ
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苑が不充分なものと考べそ,  1 ヶ月以上古焼鈍・・ ・・
. した試料の電気輯抗の饗化とれ頴破鏡組成. と
かを調べて, アルミ二ウ・ム側の園落度を確あた。 ・ ・・
矢張溶解度かあつ子常温では3 夕多程度となるこ
とが判明した。このことはその后海外で確認さ
れた加賀験は町拳に行はないと聞達ふことを
つくづく思玉のである。功を急いで不充分な仕
苺を護蓑する- より, 碓かな資料を残すことが研-
発雷の仕苺であら・う9

. 委・托生山. ロ轟爽. 君
この研究をやつすた頃, 山口珪攻君が東京

再開大翠冶金蜜科を卒業して蕃静の研究室に寮・-
“られ, 糞託生として片面燐鋼板の麟延と煙毒陀)
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嵩衰もら定言詣竜言質験れていだ。面
・三味は試片の磨耗とか蔦巽をとろに熱心で上手で

襲襲襲?  .

- ●
●

夢慶も磨き直して紀要の篤虞のもうに組織が明白・
評こ示されたのせある。. 山口君とも, ・蓑にライ二
妙子子らを型の顕微鏡をなかめ紳ら苗直した。
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戻した試片に結晶が崩襲して恭るこ・とを認め加・二言
土劫とのもうに結晶の痴胸二伸ひ, 南部歪の

● ◆ ●
●

∴生じるために硬化が生じると考へた。. これは歪 寄

倒ではなかった頼れにもやゝ近い考で葦・ったo ∴ ◆
’‾’● 、 ’

現重工聾研究所と. 呼ばれている建物の二室で. 〇三欝
自分達以外には殆ど他に人がなく, 現在のやう、
・な険しい世相でなか? たからの有毒り掬醸し

●、ていだ昔が偲ばれる言、● ( 以下安め・当・● 、、 ■
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3 : ら草亨売書. 」. ○○. . _ . . ○○. ○○. 〇〇〇〇〇J _ . ○○. . _ . . _ . . _ 〇〇〇。. _ , . _ . ○○。. " . . 〇〇〇〇. ○○。" . . _ . . _ 。. _ . 書葛. . _ . . _ . ○○. . _ . . ○○.

葦窪嘉露高月1 4 ・離勤等の被器約二は夫壷謙彰艦
絢回記念式典を聾行. しな. . 高配は創業 言に賞金を授けて午後時式を閉じた。 ’ ’‥∴

. ′
-

: 日創立第約回記念式典を聾行. したす. 同和は創業 . ’に賞金を授けで午後5 ・時式を閉じたo ‾書`

諸速く鵬維部こ遡る奉都立ミ器物義堂の始! ∴被表彰者は下記の通りであるが特別表彰の如
- ● ●一一・

●

組であって・ ・創立5 0 周年を明春に軽へて「5 0 年
吏」 ・の編纂や, : ニその他数々の寵念事業を計話し
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ころ。国力の進展と柴に此頚的順調な撥達の過程
壱†尋うで衆ではゐるが; . それでも・5 0 年の歴吏.
な努力と苦闘の蓮鞍であっためであらう。それ

隷幾多の湖を乗舵え毒ぐ今日の軽業をか
こ・・ち為だあは同前の. その時々の従業員がその歴史

露盤窯業諾諾
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∴大きな婿衆への期待決意で透り迎人手疎震i 6
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“、ふ続いて来賓を代表して固辞の技術顧問西村
∵前京大工撃部長は同租の離金属工業界に謝する

豆 功績を穂え・ ・衆で同証券捌組合長は弼々生産に
染ま、筆力を傾け労資共に手を携へで一路生産に邁進
計. せんと激励し会員の拍手を浴びるo ′次で直例に
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月と. きき・んで表彰じ, その車間の者は欠講年
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明爽3 9 年といふと的0 6 隼である。まだチエラ
示ンに関して何等の竣表も車力、つた頃でブル
ミニウム合金の陸奥からは初期に凰する。●ァル′
ミニ“ウムの飯釜は亜鉛をカ打た合金であったら
しく, 純アルミニウムの錆遇が困難なので亜鉛

章 を多少加へて箆適し易く. したものと思はれるo  ’’
我が国のア) ∵ミニウム合金の鋳造に関する歴更
はその頃に始ったと云ひ得る。 ’、

一 輝英初期の欝蓮軽合金
’.  p a r t i n 壷と種する鋳造合金のことは害い・・
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㌍同様な方法で逼られていた6 . 多量生産を目標
†とする遽代的な鍔漣技術からほ峯子か璃腫れや〆
宰うな感じのする方法でめる料. 家庭工業から
÷健に二歩厳冬出した程度の工場では, 経翻勺・な

・・了護り方としてこれもやむを得ないのであ. らう。
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言∴庭周忠を遇って凌いで芥だ加太の潤えたやう
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進むにつれで, 折角聾び視たアルミニウム鋳物
の琵術を生かすべき道を考へたいものである。
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喜護達を書いた序に鋳造合金の初期の進歩の道
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ため初財には苺ら使用されたのであったb  ● ’∴ら
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が, その後米国で尊・ら用垂られ釆∴N0 . 工2 合金i
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喜t . とが明白であつで1 9 0 1 年にJ : w .  R i c h a r d s
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: ’ミ・±ウム亜鉛合金系の朕態園を霞表している。
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言

かやうにアルミニウム合金籠物は琉鉛或は鋼
・●を含む合金か弱罷っているo それがどういぶ言
張蓬をしたか。アルミニキム合金鋳造材の護達
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Ro s e n h z l i n が1 9 2 0 年にR o y a l  S o c i e t y  o f  ’

A註s ぞ行った講演を読んで見るとその謹選の
∴経過が明かになる1 ) 。

ァル“ミニウム合金のピストンは大切なるもの
●

であるかその加熱せられる過度に親では必要
な贅料がなく, 僅かにR o y a l  A i 丁C r 親筆. 丑s t 種‾

’ b l i s h me n 七t て,  -  G i b s o n 博士が行った試験∴

ほ, .  2 5 0 o C . を超えてい. ないと なっているが,
嘉) ,  M弓でa 1  1 n d u s t エア臆1 8

鶴崎や私営ぐ雪男
●
-
▲

′
し
「

( . 8
′

‖
‖
仁兜

ヽ
J

者ペイグ.  .

離京三幸華子・亭主∴;  ∴∴ ∴

8 5

“ ●
\



. → ●一 -
● "

- ●

寮尋二二壷三・も上にさらされたプル詳ウ
ノ ●一 -

● "

- ●

. ●て ●
. . ふ●‾: ∵▼’ ‾・’‾葛‾

● . ふ
・ ・ん

. ・ム合金めど÷ト壷湘譲議造化を生じてい
ふなカ、つた。時にはA l 二c 櫨毒合金の憂患遠藤
咋痕跡を見たことがあるが了を巌を三、毒3 0

●●●

‡ごC・以上にも温度が高くなったといふことは,

: ’詰二㌢∴∴二塁
. 義○

法華三誓聖二。: 三二二塁三∴:  J・ ・ ・’-  ’ ● ・
’タ1で÷’ ’ ・ ・ ・’-  ’  ・ ・ ’タき

叢護護憲護了“ ′`
軍事時邁養高士英国そ措く用いら華∵帝● . ;  ・● _ ■

高だ蹄合金, 即ちZ n むく華を含むものは健・
華南垂車重読1 血y ㌫1 ・土山r 中
浮は高温に革める辞醸試験を詰み料二幸÷: ’」.

漆埋とり薫授壷計誓言∴’1 1
謙諾意諸藩孟孟孟享●. ′.

◆ ● ● ′

霊三夫売壱らち喜工尋教授の研究室でも同様

薄紫驚: 詫驚喜
圏
∴

. ど兵張抗張力が低下することが甚し辛守一また.  ●’∴・’
欝鴨も工…蛎を含む合金も用いられていたが. ・これ: ’

ほ第1 園に示すやうに比較的高湿で弾いが, な

謀議護驚′ . ∴∴▲ ● ◆
・

● ●・

曇三富霊筈曇蒜議案
三三享・襲用柁するまでに垂らなかうだから, 費際
二、の資料は未だ得●ら丸でない, 麗衆を料辞すると

述べている。
土語のや’う

● ●-
●

に? 合金はNa 亀i o n 丸l  P h y s i c ・a l

・車a b °r a 七6 r y で霞見されたものであるか こ

れについて工∽教授などの臨カを得て英の蒲
東都窪めでいる。このことは研究結果を損垂に
行って; 勘ニー甲の賛験などで優秀な結果が得
られたから. とでタ直に宣億をしか「薬園人気質
の, 停滋的な蹟重さか見られ耳管ふべきこと

で隼p ●、’・∴∴ ・∴二・∴ すり∴÷’. ・の溝 演
・
.
.
.
《
・
.
′
・
。
.
-
.
.
.
・
ユ

‥
.
二
・

〇
・
.

∴
∴
.

へ

●
●

●

.
写

・ - . ・ヤ ー ー

: ’・、÷ ‾∴ こ\ ら

享翠宣・

圏
田
園
賀
田

. , 0  . J 9

またこの霊1 朝議
i r ●’

●- ’ ヽ -  .  . ●

i  :
l ・

仰 柳‥義竹●\ 亀の. . j ○○

薫’ム言の金属壁合の弾力繊弱食で㌧ ( 1 ) ブル・ミ三㌢
窒
言
∵
∵
可

・ウム軽合金に関する講波をしている。 ・十二
. . . それによると高温の機械性質を延べて工 櫨C.

工2 劣, ・暁0 , 8 ア乙を含むア・ルミニウム合金は, .
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工6 k g 佃皿尋. ある嘉3 叩C  ・となると著しく
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●ためであらうといふている。
・ 4 0 0 o C とい玉藻入涯度が何故選ばれたか明
白でないか若し5 0 0 o C で焼入れされたらも
. つ. と異った糸課が示されたに遼ひない。 ●
4 0 0 o C から焼大してこの合金が時効を示さ

ないものと結論されているのは,  C u A了2 の園
溶度の変化に加はるに, 班g 貸S i の析出がチエ
ラノとミン●の時効硬化の主なる原因, 少、王者へ
が先入主となって, 贅緒が不充分であっ五〇

女・流研究者の語れ
リJ .  h s t .  Me 亡a l s , つ8 ( 1 9 2 2 ) 2 1 3 ・’父) 同上・
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萄軽部明瞭化合物の陸別が・じ率嘩“ヒ素掌中川霧名な
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臆_ _
農 言 ●二・㌦

? と疑い範囲に亘づ主賓験したら折目漬す: ∴曇の左岸に,
_ . -

‾
・ !  - 三. ●∴て _ ’ r

やまれてい空曹畢扉寧尋常室毒薬†る翻航- ●●●

イン均の事勘三重墓室
ライン大湊布をなしでいる. どよ
ア元ミニウ・ム嬰錬工場が建って:

蒜尋牢記華n 幸時事布野整掌言. る。 G i u l i u i  ` はごゝの乾酪で紺詣読・ . ● て∴∴∴∴′

しないこ. 鳩2 0 牢といぶと英国て車
と指摘したとこ. を引用して,  ‾兎に角∴3 車乗三薫拙筆S i 系準2 . 元系妖熊田勲≒その時効・の護表

写誓い撒態園が明白に享年だ塁は華些し生を芸等宅れ輔毎年であっ手工認らくその蛮表に先立●
●

ノし 重言う、・ ・ ・こ.   . ・

輩姦尋董毒嚢薫輩嘉輩重義-  - . - - ● -
◆ ヽl ▲●一音

薫器葦護憲繋毒素霊宝霊霊.  ▲●● ′●. ○○′

車軸塗準畢三滝繋薫孟主事善幸雪空ゐ坤その后ノ年ウゼシの天空_ 雪誓: 撃平群輩誓芋窪薫三業撃裏嚢●
●

剛種正面女典が金属界に活躍

諸悪驚喜薬毒薫三盤藷葉露.  . 、. ・ . _ ・・こ《」・一十で宣

1 9 2 壷読i 露壷羊毛●予大壷末期毒∴して虻かc 程度で襲庚をす年と, 轍部のた空清

トム

蕊祭器驚誓芋誓. 華三雲霊篇霊慧欝鵠・小 . .  _ ・ ・、・・ ・ - ・・∴《言一十

● ・ ● ・ノ

罵言⊥ブ省筆から’∂∠種牛‾こV l 事かこ, 少し帽章ンィ、期し` ソ∴∴レし⊥` U  ) 億度」既灰也’均し’. レ八丁I ▼/ “‾} ●「‾

琵諾憲筈案詳言_ 嵩護警護嵩詩語≡
詫言縫? て研究も漸次盛になって萩。. この頃一線などを造るに簿すると的ふのせあるo . ’享董
尋、ら1 9 2 5 年以後の飛躍の基礎が築かれた。この, . ∴ この. A l d 尋の特許解放共の后古河電気三
霊頃ゐ猫蓮の研究を顧みると; 猫逸事はMe i s s n e r .  . 土嚢株式合祀輔車いろ柔我が国では飴b 賃
料n d e p  F p s s , ・÷F r a e n k e I  * ど云ふ人々の隼事● ・用化されないで今日に歩んでいるo その旋初は、三
赤め・る。特に劃期的なものではなじ・萌その後∴∵1 9 2 〇年に遡るがら蝉ヰc 亀の謹菱の二翌年で語
に来るべきものの先駆をなしたものよじて, 渥∴ ると忍ぶと, 質に早くがゝる合金の質用化に清三

三日すべきものが酸くなら二言当、 ∴∴ ・目したごとに慮心する。ニ曹A狐享加重辱
∵∵∵臥’叩∴∴∵ ∵ ’ “‡意義t 誌‡る蒜諸で用ひ壬言語

三、・一∴ノィン、ウゼン, _ 工業化に努力 . 言葉詫言詰責蒜発とニ: 宣董詫言
. それを説くに先立って, 序であるからA l d u r ,

“A l 。r e y など云ふ合金のこと, に解れで置き一
たいも ●

AトMg 毒i 準2 元系状態園の研究と,  Mg 2 S i
を含むアルミニウム合金の時効については∴英
国で研究されて護表されたが, それを賢舶合金
として利用せんとしたのはスイスのノイハウ. ゼ
シに在るアルミニウム工業合祀の,  G i u l i l l i な
る人であった。同氏によって既に1 9 2 0 年に

:  A l u d u r と高ぶ名稲が輿へられで, 麗人麗庚を

索
子
羊
拳
紅
紫
虹
酪
酸 して使用する合金として特許が得られている。

・昭和了年に古河電気工業旛式食前の岩野佐吉氏 二

・がAうd r e y . に関する研究をヅ・日本鋸業合議に護 _

表さねでいる。考へるむ こちらの質榊こ闘争∵
る研究は遅れていたものだ. っ

科聾と工業の撒布
宮部こ肌g 露S i を含むアルミ ニウ‾ム合金に関

して椴極めて簡単である方噌究麺の今野清兵衛氏
の論文でも解れであるのみでなく; 英国に於け
る研究も明白になっていたのであるから, 工場
ではもつと早く注目すべきであった。その原因
を考案すると, 我が国の科撃と工業とが披行し

宣) アルトライ .

●( . 1 5 )
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●. 高・; ・しj l 主音∴●

春夫数字土崎∴●・西

籠撥二・・母合金料読物組・成- ●● ●

臆 ●●● - - ノ ●◆ 臆

世の中に役に立つものは多量に産出来るもの
める. 。原料が豊昏凝れば何日か扇j 蓬が星
‡註主薬垂壷に彊翻纏が第一にな. う。. ・ア’:

蒜ミぎラムの地殻に埋蔵される畳は莫大も汎
捗る窃質の第二位である。これが製殊の譲展が

‾ t ● ▼ ● ●. ‾ ●

\ ` し
-

●- . ◆●

素早の盛大なる状況を呈するに量ったのは) 此’
臆 ! .

原料の豊富に起因する. のであって, . 若しその
畢蔵置が掛売を竜’ま; 三富壁的眞味以外には誰
嵩薗ふなもち震お完’方言尋’諒上に
連昏な金鳥は毒素で轟諒毒素遠藤として

薫染霊誌認諾蒜器詰ヽ ■ ●

喜多〔の痢蓬が生じるやうにな垂〇十
藍軸いこ高こ, 卓二随伴して埋蔵せら’れる讐
甥料ら得られる余暦を合金したも・のか有用な
? . ことであるe 鋼と亜鉛などは同・一鋸から産出

● ● t
● ●

● 、

音やれる例に乏し. くないが, 銅∴亜鉛合金は黄緑
或は黄銅と、呼ばれで, 銅合金の・うち・最も廣く使
用される。モネルメタ少な’とは鎌石から製嬢さ二
五たま、まの合金でめって,  ・特に合金したもので
ない。 ・∴ノ’ 、

アルミニウムと珪素の場合 ● ・

こん考えを進めて見ると, アルミニウムは珪
素, マグネシウムなどと共に鈍物を・なして産す
るから, おレミニウムと珪素或はマグネシウム
の合金が有用なものと想像されてよい。
現; 在アルミニウム合金を口. にするならシルミ

ンという名称は鋳物用合金の代名詞という勘こ
普及されているか これかァルミ. ニウム二珪素
合金であって, かような純馳からしてシルミン
は, 営然生れるべき運命のものモめった。その
歴葵もまた興味が深いo .  ・
. 思い出すと白工業之大日本’’と. いう雑誌の大
: 正1 3 年1 月龍に, ア・ルミニウムー珪素合金に就

†
.
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ま
詰
み
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村: ●秀、、雄
● ● ●

圏
圏

号、て,  ・と題し拙文を寄稿したことがある。・エ蓑
之大日本は大阪で蛮千時れた工業請託でご

′∴年に創立丑年を迎えていさヵ、ら, 可なら古謡言草に創面甘牛を塑性ているから, 可な. り古い膝
弗をもっているものであった∴その後腰部さ

. 1
’ ’

言 だのであろう, . 姿を見なくなったが, 私
嫁言断“く世界璽淫垣を浴びて恋たデルミニウニ
二一珪素合金を紹介した. ものである。その大要を
ここに繰返すこどに車る●言“; ’∴∴′・. . 当量

’二㌧言●三二善言吏∴葦
● こ こ

アルミ. ニグムー珪素合金は C l ・ Wi n 早e †

ぴ: s 諒1 亀e 寸ねi 重・e  D e v う= e にょって卸こ1 ‡埴託

の竿頭に避・られてい空く, 何れ押黙何れも仰園で護塞ぎ
れでいる。. 今世紀になつで研g o 甲Ou 誌が薮徴

一銭組織を研究しているか; 厭態園は猫選で
叩e 諒l 篭士か1 9 0 8 年に無機化難詰に護
表したものが始めである言簡単な共晶系の合金
で,  S i が約1 0 夕多でガ6 。Cに共晶期があるとして
. いる。・. F 調〇㌔k e l はフランクフルト. アム. でこ

’∴∴∴∴.  . )
インの大聾教授で 同時にメタのレ・ゲぜルシ十
フ・ト合祀に関係してシj レミ ンの研究をした人で

. ÷主事

あるから, _ 常時からこの合金には既に注目した
ので争った。しかし費用雌のあることは浅見す室
るまでに至らなかったd ∴ 豊
1 9 0 台車には俳園で吏P 〇、圃壷1 . 弟冊e - 1 国:

によるこの合金の妖態園を鎚v u e 南瓜軸正.
甲g i e に紹介しているか別に新しい研究を追
加していない。
女らモ1 9 1 1 牢にF 「me ) , か同様に俳岡でア

ルミニウム一重繋合金の聯張試轍と、腐悌試あと
を譲表した。 S i  l 腸の合金は解離し易く瑠思,
で鍛錬し得られると云うでいる。シ示ンめ孫
達の第一歩として興味あることは而金属を熔融・
して遇った合金と, 電解で遇ったものとに業弗
があることでこれがシルミン申渡蓮のもとを’
築いたか惜しいかな工業化に至らなかったo  .

翻
1 9 1 4 毎にR o b e r t s ‘示AトS i 系妹態闇を挿

l )  C o mp t .  R e n d .  1 4 1  C l ; O 5 )  9 5 D C h e m.  Z e n t r a l b .  1 1  ( 1 9 0 8 )  1 4 3 .

一2 」

牽伺車代∴卑生雪壇上弓・∂ ●●
l

リ’R e v .  Me t a 1 1 u r g i e  8  ( 1 9 l

● ’●争・

∴嶺
l
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ァル卑金属を云二組議粥
翠等撃誓撃翳∴ ・●∫ござ.  ’t

は, . 其の後の研究に大きい示唆を眞えだ窪…
討レナ. その後1 9 壷転読二品尋f 這a 血
叱o mmi  t t e e  , . の第1 1 報告に轟映韓国の研究が. 千〇∴∴∴ノ .  . _ . ・三才・÷r ∴

されていえ言半ねで嘉孝三ゥムにおける
. ′

- - ●●書● ●

素の固落度が1 . 5 タ多であるこせか新しく附け
ぇられ定しかし共朝露1 6 . - ぅ劣としてい.

’ I ’; ∴: ∵子了尋享∴‥
この状態園は筆者も1 9 2 3 年に研究し,  ・一端を
工業之大日杏に記述した料共晶期を英国の護

・ ・. ・ ●・ ・・・ - ; `
〇 、 ・一

笑では1 0 ・5 舞せるに堅塁欝は1 1 ・6 劣と’: ●二
/ たるこれ時頼徴鏡で見てず慶共晶難に楢常す

蓄紫護霧慧
おっ享が,  ・この研究は聾紳雑誌に護表し勘、 ∴
羊をみ露和も粛三番溌毒沈め, 蟄れでじ∴
- トト・- ・ . ∴子 ’′. ・細・ 、■ つ - - ’葛′ ノ .  ’

了つた。・ザ, 正確な共晶難を輿えたことは上記. 二
鐸表で明白だから二三恵施すままに書急襲す
とにした, ・∴∴二薫鰭喜∴
塁二お手ダ三の改良組織
霧、・・. 〇・∴ ・. …‥・主審〇・㌢ . ・一・・すべ. ・‥

守にかく仝唾を咋翌ミニウム・- 珪素合金ヽ∫●

警世の裏目を引く手うになったのは1 9 2 1 年下大
垣1 0 年である∴却ち, A ( l l 叶P : l ぐZ か米国で, .

I p : - Ⅹなる名碑で却」募合金の特許を得も
聖和y 京既に指摘したように竃解で得村会
と熔解で製したものに差異が生じることから
キン手を得たのである. う, 周榛の現象を費用に
俵するようにしたものである∴
・. 亀解で得た合金は熔解で得た正規の組織に辞
して, 組織が細くこれを改良組織( m函誼e d
s t 一・u C t u e ) というか Ad l a ;  p a c z ぽこの攻

二良組織を, . 弗化曹薄, 弗化カリなどの熔剤を以
て得る干とが出衆だのであった〇

二・またJ ・D・即w叶d s はかような楽長組織が待
られるのほ熔剤. としで加えた弗化アルカリのア

. らレカリ金属が影響するものとして, 金属ナトリ
享ム或はカリを以て改良した組織を得ることを
・, 知って, 特許を得た。 . {

喜ニ工やt 工。s は, 改良塵壇を施すと薬品軸が言i
1 3 考となり, 濁度も低くなって5 6 i l o C となるこ
と護見している。この組織の変化については
ルカサの影響と諾えた。この共晶瓢の低下と

は鋳連用アルミ二二ゥム合金の二大進歩試三
. たo

シ ル ミ ン に 人
言
ノ
ヽ

こ
湧

1 9 2 2 年にはこの新しい合金に関する竣表が多
ぐ, 俳蘭画では矢張Gu 卓工轟く,  ・ AトS i 合金b
性質について輩表している∴機械重賞, . 車重続_ ∴∴` ● . ・ . ら 一・㌦ . - . . え. 享ヽ

み代などを調べたものも: : 改良廃鶏を単なる椿
_  . ・ ● . ●

了・j - 三一ま!

剤の効果と考えた〇 ・証書二、言∵∴∴薫謬
● ●●c ∴■●一●- ● ● ●

・・. シレ・ミン( S 乱調i 蝿) とい. う. 名稲は猫遷せ輿
. ぇられやものせあづて, ・・●その合金に関してば言霊
c z o c 書証諸・が新しい軽合金として, 胴じ年
に援奏し震d 示I e u 諒英前垂読「墓誌∴∴∴} .  , ・ ヽ

二d 。7 J 。言寄l 上にア’ルペヅクとして謳験し; ’’薬
)

圏では Z ;  J e f f r i e s  ’がq h e mi c a l  &  Me t a l l u -
.  ・ . こ,  ∴ ・’ . 仁子こ◆“

r g i c 畠中g 華や轟g  ’に謹塞享. いるな幸二常時翻
この合金の譲鬼が,  ∴却・面こ窪: 目されたものか想
・像され’よう。しかし譲か国では未だ窪目されな尋
言で, シ{ レミンと云うことを知る人も示藻ヽ! ∴」- ●

正1 3 年に於け手著書の紹介にも何筆の反響な‡
漸く昭和の初期頃から,  ・各所で研究が始まつ幸二瀦

のでないかと想はれる〇 ・∴ l ・、・●

′●● ●

エト ウーゾ等の特・許
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-
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一この初期の研究の’J . D朗wa 丁( 1 s の護表によ

」
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って, 現在まで金属ナ・トリウムを以て改良塵料二三
. を施すに至った経路を知ることが出来る。● ’

“ - ・よシ

J . D .  r 諒wa r d s はA l u mi n u n 一・C o .  o f  Am ; ’r ’

・c r i c 乳の, 研究所の副所長であった。この特許“
を. F . C . . F r c l r y とH.  V .  C I i u r C h i l l の三人の

名で得ている。. これはA I c o a 法と稚すべきも
のであった。
この合三浦流動性よ. く, 薄手の鋳物に邁する

こと, またナトリウムの添加に研謂ホスホライ
ザ一雄重しで据瞳逆にレ底に手を. つぼでも
のを押込むよ’うにする方法をも護蓑している・。
また鋳造合金としての機械性質を第寸表のよう
に輿えでいる。これを見ても明白であるか 生
砂独であるとS i  1 3 タ8 の合金で, 掘張力1 9 塙/
mm生を襲えている。また域は不純物として0 ・5  ・

6 5 4 ● 同上そ8  ( 1 9 2 3 )  l ら5 .
R e v u e  d e  Me ’t a l i r g i e  ( l g 2 2 )  3 d 3 3 )  Z .  Me t a l l k u n d e ,  1 3  ( 1 9 2 2 )  5 Q
C h e m.  Me t a l l u r g i c a l l  E D g  2 7  ( 1 9 2 2 )

一3 -
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猪首、・三講読義務叢講義も蒜l こ‾三言∴這∴∴ い: ’’∴∴. 言霊・言等
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言・. ∴-  ・章の研究設備:
嚢三. 金属材料の研究が近頃のよう“に盛になると・ ・

事案詳言器驚嵩露語業▲■ ●
◆

ささ仮は昔ほざ感じない。大正の終りから昭和の始
三’め頃には、’ポチソシオ・・メ÷クーの如きもので
二. ・も来園のノースラップ年輩支するといぶ有様で
寿- ・あった。‾研究には骨が折れたのは、設備が不発・・
」. 〇 ●●●

評で’分であったことと資材の不足であった。漸く北
告五黄製作厨が高温計を現在以上に信頼し得られる

優秀な製品として供給して呉れた。石英管も釜
郵海外の製品であったq 研究するむも息ふ‡う

中
藤
薗
麓
丸
紅
群
臣
肝
癌
陸

牢出恭なかったから、先づ資材の入手し易いも
のから始めるといぶ方法を採った。 それから
2 0 数年を経た今日では、を研究に劃して思ふよう
にはならないごとがあると云ふても、あらゆる
面で進歩はしている。唯、新しいととを考へる
頭の問題となって来ているだげである。かよう
こな不自由. を忍んで、何を研究しようかと考へ
た。“アルミニウムはある、教室内をさがして研

∴究室の戸棚を見ると、マグネサム銅の中間合金
. ・があった。マグネシウムは嘗時はそれ程簡単に
入手出来なかったから、. これ幸いとアルミえウ
ニ●ム、銅、マグネシウム3 元合金の状態園を調べ
ることに決めた。
文献を調べても● V o g d の不完全な蛮裏があ

るのみであった。熟分析を試みだが思ふように
襲化難が認められなかった。そのうちに銅、マ
グネシウム中間合金がな. くなった○マグネシウ
吾の入手が困雛であうだから書 これは断念し
た。案しこれを進行していたならば、 S 化合物
の存在はもつと早・く知ることが出来て、ヂュラ
ルミンの時効現象に新しい解樺を試みられたの
であったが、これも営時としては致し方がなか
ったe .

f
∴ 熱●分椀に親王芙

代車端

●
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村・・秀: 雄’
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しかし三元状態国と幸ふものが未だ飴り造ら
れていなかつ翠のであるから、何か仕事をしだ
いと考へていだが、・それには熟分株の感慶をも
つと高くする必要があると考へた、丁度り÷ヅ
ノースラップ含蒲嬰の示羞熟分析の袈畳があっ
た。. 園熊襲態を見るために造られたものであう
’たが、使って見ると徐り感度がよくなく. また
取扱い上から正確を親衛出来ないことを知つだ
から、鏡ガルイノメーターゐみを利用して、熔

・ ・融欺態から、襲化を示差法で見る工夫をした●.
この考へは大庄八年に三菱鍍業研究所に居った

●’ときに試みたことを思い出して、再び待ったの
・であった。幸いにして成額がよかっだので、そ
・の方法は′′銭と銅′′に霞表して置いた。 ′

賢験方法がこれで漸く確立した? で、アルミ
ニウム、銅、唖鉛合金系の状態園を調べること
にした。営時アルミ三・ウ李に亜鉛I 雪%、銅2 %

. 程度を含む合金を苧5 とか、独逸式合金とか
絆して航塞エンジンのクランクケースの鋳物な
さ、鋳造用に零ら用いられていたから、その基
礎合金系として、この合金を選んだのであっ
たe

世の中は平和を時であったo 勲分析の結果が
明確に求められるので、竃の灘皆を食べながら

_ 賓験をした。
. かくして大正から昭和へと時代は移って行
った。この時代の世界の軽合金界を観るとデコ
ラルミン、甘合金、シルミンなどの合金が費用
化に進んだに過ぎず、●かやうな合金の研究にも
劃期的なものはまだ見られない頃であった。 ・

富商著名な欧米軽合金聾者
しかし1 9 2 2 年に、アメリカで甘○○p e s が

B e 櫨e S の考へ育三唐式電解攫燻法でアルミ声.
ゥムを精製して純度9 9 ・9 %程度のものを毎榊ミ
その後、おやうな精製アルミニウムを尻いた研

∴冤が漸く昭和の初期から現はれ出した。例へは
● ●十

( ・2 )

・勅/ 所・ r 写すこれ止一幸
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亭給金のアル ミニウム側の、アル‾ミニウムに於け

琵甲落度を調べて稜表したo 草0 0 P e S 法は工業
瀞に. は鬱度しなかった空兎に角、坪究目的に

和帰されたも●ので争った。
昭和年代になった。昭和元年は1 9 2 6 年である

凝言の頃の世界に於げろアルミニウム合金研
′ ●

陣蕾の人々を思い浮べて見る」とヾ先づ英国で
璃矢醸R o s e 血a i n ,  C 毒p e 膜e r ;  H i n s o n ;  Ha n g

憩。。;  G a y 互B i 車狐などいぶ人々が主とし
していた。俳蘭画では“G血1 e t ,  P o n e 竜n ,

」a 富もタo u mo l などが合金に関する研究
欝は重要な人々であっ†三が∴軽合金の尋問豪で

藩竃霊完霊霊ご
窪。またG富a 富d のもとでも研究されていた。

透でばT a mma m,  G u e 競I e r , 曙a e n k d ,  Me i _  .

院議器葦豊霊

専売。また東北帝大の金塵材料研究所には高橋
蒋氏、京大には筆者の研究室に久恒申陽氏、篠
由軍治氏といふ極めて塞々たるものであった。
漸くヂュテルミンが工業化された時代であ? て
漠の後軽合金の製造に活躍された人々に、住友
準麿の杉浦調三、松田孜、国選友家邸の諸氏、

琵…窪蓋諾諾認諾
醒慧窪器諾誤.  I

満にあって、多少軽合金に闘した仕賽をしてい
た。蹄戸製鋼所では室ぐ軽合金ゐ製造も研究も
始め. ていなかった〇 ・何級高一郎氏か理化壁研究.
厨にあって研究されていた。他の国々たては特
に導けるべき人々を知らない。- (  .

選電線用軽合金アルナレツタ
- これ等の人々の業簿のうち、揖和の初期に護
表された注目すべきものを二、三書いて見た、
当先に創d Ⅲ・蝕d 富e y などいち電導線用合一
金のことを書いたが、こ? うち血中e Yに工業’
化が進んでいたが: それと同じ系親のものを倣
蘭画ではS 血工がアルメレツタとして蛮表し・

8 )

ホ同氏の醸表によるとアレ・プロジュ・カマ_ ・
- グ合祀では研究部が創設されエ1 9 2 1 年にジ
ルシシほ関する研究に難しだ。晴に喝“二
S 王を含むアルミニウム合金に閑した研究を進

卓かるに工9 2 0 年・既に血u 正富5 3 3 皿のダニ・
プルがZ u g からR o 咄騰立の間に架設せら
れだのに端を襲し、電繋線としての性能を調べ〆
た結果生れたも. のかA I u n e l e c であった。. ・ノ
A丘me l e c はA l d r e y と殆ど同じ成分の、饗・

化のないものであって、. 一例としてMg  o . 了5 %
S i  o . 6 0 %、 F e o . 5 努、 A l  %分が聾ばられてV ` ろ

・が. この銭は常時の工業用途として一般に使用
されてい補暖9 9 . 3 %のアルミ’砲金を用いたも
のと考へてよいから、’特に加へたも、のではない
であろう。
この合金はほ塊を累閲歴延で1 0 皿皿径とし

て、それを線引した。これを5 6 0 0 C に加入燥大
して、 1 7 5 0 C で焼戻してから、再び線引して
1 6 5 0 C で熱慶理を施した。その結果抗張力 3 5

k d 皿皿2 、伸6 一緒、電導率3 1 - 3 2 皿万- ム皿
皿2 程度のものが得られる。 A l d 富e y と異る灘は
最後の線引して低温繋慶理をするにあって、こ
れによって抗張力は低下しないで電導肇が車く
なるといぶのである、アルミニウム・フランセ
の一室でこの主張登時声から直接闘牛のほぞ

E , 了3  〔1 9 2 6 )  5 3 5

C o mp a g n i e  d e .  P r o d u i t s  C h i mi q u e s  e t  E l e c t r o . 聖t a 1 1 u r g i q u e s  A l a i s ,  F r o g e s  e t  C a r ma 導u e s の研

究主任猿師であったo
R e 読む1 〕A l 調連山皿( 1 9 2 7 )  4 1 密

・‾●
・∴( 3 ) ,   、
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巨の後のことであるが、とにかく電線用アルミヱ
∴ラム合金として、晦S i l を涙田柄とした合金を
二条園とも注目していたことが明かで、濁準では

籾 ものを 叫加e g 血・と穏していた○
またS 血工はその後1 9 2 9 年か庵マグネシウム
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二がよ・いとして、 ・ A血a 8 H i Ⅲn なる名種で義表
雪をしている。これを思うと彼は彿園でのアルミ
缶サム合金研究者であったo  ●
●●∫ . 、 ●

●: ∴二’コンストラクチモアル8
●

: 章二欠にE .  S . D . は我が国で霞遷した張力な合金
琵七か誼号、・ ●これもその前駆たるべき合金が既に
おちた。‾1 9 2 6 隼に猫選でS a n d e r . が′ Me i s s n e 千
㌔と共に無機化聾会誌に鴫Z n 8 のアルミ. ニウ享
賀. ヽ
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合金の加工性に及ぼす影響を論じ†こ。その鰭背
でもろ●うと息はれるものがC o ⅡS t 調億u 遭8 と縛
した合金がエッセンのゴールド・シュミット禽
証の研究室で完成したo  Mg Z n 2 が9 場合ん潅・も
ので、抗張力6 0 k g / 皿皿2 、伸1 0 %程度のもの
であったo しかしC o 富s o 皿はこの合金が腐蝕に
劃して敏感であるから使用し得ないと論じてい
るが、兎に角昭和2 年に、業者は西原清廉氏の
卒業論文の黄験として、 Mg Z n 2 のアルミニウ
ムに於げろ固落度を調べるとともに、時効硬化
・を調べて貰ったが、麗人した試料にブリネル硬
度計で窪みを造ると甚しい“ときは直に、或は時
間が輩でから、その周遊に割れ目が生じて、所
謂時期割れの現象を認め、この合金は使用し得
ないとの詩論になった。 C 完成mc t 調弧8 も同
様の現象のためだったのであろう〇億属されな
いで終った。 ( 以下懇)

を∴ 1 〕 R e v ,  d e  l , A l u mi n 皿C 1 9 2 9 )  9 5 5

i ∴_ 、合)  Z .  Me 賦I l k  l O l  ( 1 9 2 6 〕 3 6
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